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委 員 長 挨 拶

今年度からメンタル トレーニング指導士資

格認定委員会の委員長を引き受けることにな

りました。私が委員長を受けたのは、これま

で、」OCの メンタルマネージメントプロジェ

クトでメンタル トレーニングやメンタルサポー

トを行うチャンスを頂き、指導者や選手から

多 くのことを学ぶことができましたが、その

成果をスポーツ心理学会にお返 しできていな

いという思いがあるからです6卓球協会のサ

ポー トで一緒に活動 した鈴木先生が、前委員

長ということもあり、事務局はやってあげる

から、委員長をやって欲 しいといわれて、少

しでもお役に立てるならと受けることにしま

した。

岡 澤 祥 訓 (奈良教育大学)

委員長を引き受けるにあたって、自分がや

れることはなんだろうかと考えました。何も

できないですが、名前だけというのも失礼な

話なので、資格認定作業は当然のことですが、

スポァツ競技の現場の要求を満たすことがで

きるメンタル トレーニング指導士の育成に関

してできることはやろうと考えました。

具体的な内容を検討 してみるとメンタル ト

レーニング指導士会の活動範囲と区別できな

くなりました。同じ内容の活動をすることも

意味があると思いますがく協力 してより効果

的な活動ができることに、こしたことはあり

ません。そこで、任期中にメンタル トレーニ

ング指導士会との役割分担を話 しあい、資格
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認定委員会の活動範囲を確定させたいと考え

ています。

メンタルサポT卜 の現場で活動させてもらっ

た経験から、スポーツドクター、 トレーナー、

栄養士等のサポTト スタッフとの連携、監督、

コーチ等の指導者との連携を取ることが必要

だと感 じます。資格認定にサポー ト担当者か

らの具体的な評価をいれることを提案できな

いかと考えましたが、メンタル トレーニング

指導士の資格を認定される前にこのようなス

タッフがいるチームで活動することは困難な

ことだと思います。そこでメンタル以外のサ

SMT資格認定委員会の研修会の担当をさ

せて頂いている立谷泰久です。現在(2期 目

を仰せつかっております。 1期 目はよく分か

らない中、周 りの先生方のご指導を仰ぎなが

ら、何とか行うことができました。 2期目に

おいても、伊藤先生 (九州共立大)と鶴原先

生 (二重大学)に ご指導頂きながら、精一杯

やっていく所存です。

我々研修会担当は、研修会が行われる数ヶ

月前から、F受講される皆さんにとって有意

義な研修会は何か ?」 という視点で、議論を

重ね、その内容を決定 しております。内容が

第一ですが、当日の運営がスムーズにいくこ

とにも注意を払っております。できる限りの

ことを行っているつもりですが、これまで至

らなかった点が多々あったかと思います。こ

の場をお借りしてお詫び申し上げます。ただ、

幸いなことに、研修会終了時に頂 く皆さんか

らのアンケー トでは、おおむね良い評価を頂

いております。こちらのアンケー トについて

は、今後も忌憚のないご意見を頂ければと思

います。また、我々も人手や時間のない中、

ポー トスタッフを講師にした研修を行えるよ

うにしたいと思いますι医学や栄養、身体的

なゴンディショニングの講義ではなく、その

立場からメンタル トレーニング指導士に何が

必要なのかを講義してもらいたいと′思います。

そのことが出来るサポー トスタッフを育成す

ることも重要な課題であると思います。この

課題は時間がかかると思いますので、可能な

限りの準備を行い、次の委員長に継続 しても

らって、実現できればと考えています。

簡単に出来ない課題だと思いますが、チャ

レンジだけはしたいと思います。

立 谷 泰 久 (国立スポーツ科学センター)

できる限りのことを行っておりますので、そ

の点もご理解頂ければ幸いです。

今後の研修会についてですが、午前の全体

講演では、スポ■ッ心理学関係以外の様々な

分野の先生にお願いしていこうと思っており

ます。「SMT指導士に何が必要なのか ?」 を

基軸に、普段ではなかなか聞けない話 (講演)

を皆さんに提供できるように、分野や内容を

考え、素晴らしい先生をお呼びしたいと思っ

ております。 また、午後のセッションは、

「事例検討会 (有資格者のみ)」 と「それ以外

(今年は『見立て』がテーマ)」 に分けて行っ

ていますが、こちらも、皆さんにとって有意

義になるものを提供 していくつもりです。

ちょっと話が変わりますが、先日、日本心

理医療諸学会連合 (The」apanese Union

of Ass6ciation for Psychomedical Therapy:

UPM)第 24回学術大会に参加 してきました。

この中で、「事例から学ぶく見立てと治療」

というテーマで症例検討会が行われました。

ある一事例に対し、「認知行動療法」「交流分

今 後 の研 修 会 につ いて

=¨=============¨ ========¨"==========¨ =======¨=●=================¨ ===¨
●
=====¨==



スポーツメンタル トレーニ ング指導士ニュース レタT第 9号

=¨=======●====="¨ =============="====================¨ ●
=====¨==¨==="===========

析」「自律訓練法」畔青ネ申医学」というそれぞ

れの専門をお持ちの 4名の先生方が、それぞ

れの立場から「どのように見立て、治療する

のか」ということについてコメントされると

いう実におもしろい取 り組みがなされていま

した。共通する音Б分とそうでない部分があり
'、

非常に興味深 く、大変勉強になりました。

このような研修会が行われる背景には、

UPM第一回大会を主催された日本交流分析

学会元理事長の故桂戴作先生のお言葉があり

ます。「他を認め、己との差を知 り、己も主

張するが他の主張も受容 し自分に生かそうと

する在 り方は、心理療法家としての大事な要

素である」と述べられています。さらに24回

大会会長の松野俊夫先生は、「心理療法や心

身医学的な治療法には様々な理論や立場があ

りますが、根底の部分では共通 した概念や理

念が流れていることがよく分かり、UPMの
特色である学際的な意味を実感することがで

きます」と本大会のプログラムの中で述べら

れています6お二人の先生のお言葉は、我々

のSMTの分野にもまさに当てはまると深 く

考えさせられ、このお言葉に出会えただけで

もこの学術大会に参加 した意義があったとさ

え思っております。

これからも、皆さんが「受講して良かった !」

という研修会を資格認定委員の先生方と協力

しながら行っていく所存です。そのためには、

皆さんのご協力が必要ですので、今後ともど

うぞよろしくお願い申し上げます。

〔話曽会埠当〕
スポーツメ

関 矢 寛 史 (広島大学)

紹介も含めて倫理にっいて考える場とする。

(下記セッションI)

3.多様な実践例について討論 し、実践研究

の対象として心理サポー トを行う場合の注

意点についても認識を深める。 (セ ッショ

ンⅣ )

4.資格取得後に資質向上のために研修を積

む場について紹介するセッションを新たに

設ける。資格認定委員会が主催する研修会、

指導士会が主催する全国フォーラムや支部

フォーラムなどに加えて、海外の学会にお

ける研修会や国内の関連学会の研修会につ

いても紹介するも (セ ,シ ョンV)

今年度の資格取得講習会の内容

I.ス ポーツメンタル トレーニング指導士の

役割と倫理 (教本第 1章,倫理綱領・倫理

規則)

ンタルトレーニング指導士・資格取得講習会の
内容と進め方について

資格認定委員会においてt昨年度から資格

取得講習会の見直 しについての提案がなされ

てきました。そして今年の 5月 に開催された

資格認定委員会において、これまでの資格取

得講習会の内容と進め方について議論がなさ

れた結果、下記の点に留意 して今年度の講習

会を開催することとしました。

1。 受講者、講師を含めた討論を増やし、受

講者の資質を評価する最終関門としての機

能を強化する。教本の内容を講師が一方的

に説明するのではなく、スポーツメンタル

トレーニング教本、倫理綱領、倫理規定を

読んで来ることを事前学習課題として、講

師があらかじめ用意する基幹質問項目を中

心に、討論を通 して理解を深める。 (下記

セッション1～Ⅳ)

2.倫理についてのセッションを設ける。倫

理規定等が完成 したので、具体的な事例の

==¨=¨============¨ ========================¨ ======¨==========================¨ =
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Ⅱ.メ ンタル トレーニングの展開と評価 (教

本第 2, 3章 )

Ш.メ ンタルトレーニング技法 (教本第 4, 5章 )

Ⅳ.メ ンタル トレァニングの実践例と実践研

究の方法 (教本第 6章)

V.資格取得者の資質向上 (国 内外の関連学

メンタル トレーニング指導士の仕事は人間

の行為ですから、ときには思わぬ誤解や、相

手を傷つける可能性も出てきます。そのため、

資格認定委員会ではメンタル トレーニング指

導士の倫理規定を明確にし、そこに罰則も盛

り込む予定でおります。

資格制定から10年以上たちますが、幸い大

きな問題は起きておりませんも しかし、資格

をお持ちの方には、スポーツ選手たちの人権

に十分配慮 した指導を切にお願い致 します。

広報は、従来からニュースレターを会員に

送付することを主な活動として進めてきてい

ます。このニュースレターの酉己布先は、スポー

ツ心理学会会員に対 して行われています。ま

た、その中身については、スポーツ現場で実

践 しているSMT指導士の方々の奮闘、新規

に取得されたSMT指導士の方々の抱負、な

どの内容が掲載されてきたかと思います。こ

の広報の仕方やニュースレターの中身につい

会・研修会等の紹介を含む)

なお、講習会の内容や進め方は受講者や講

師からのフィー ドバックを得て毎年評価、検

討 し有意義なものにしていきたいと思ってい

ます。よろしくお願いします。

阿 江 美恵子 (東京女子体育大学)

昨今、研究者に厳 しい研究倫理が要求されて

います。指導者という立場に慣れてしまうと、

相手の人権への意識が薄れる恐れがあります

のでく指導士の立場を常に意識 し、相手を尊

重 して指導に当たって頂けたらと思います。

倫理担当としては、規定を定めて仕事を終

わりにしたいのですが、危ない事例などを収

集 して、倫理的な問題を未然に防ぐ情報を発

信 していけたらと考えております。

米 川 直 樹 (二重大学)

て検討 し、SMT指導士が広 くスポニツ選手

やスポーツ関係者に認知され、SMT指導士

の方々が思う存分活動出来るように広報の方

法を考えていきたいと思います。

今年度中に広報の在り方、ニュニスレター

の配布先や配布時期、二三―スレターの編集

について検討 していきたいと思いますので、

ご意見やご提案を頂ければ幸甚です。

倫理規定の制度化について

これからの活動の方向性について
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会アンケートと引換)

H■ (岐阜大学)

・ SM丁指導士資格取得講習会 (10月 8日 :

日本大学文理学部)

10:30～ 10:40 挨拶 :阿江美恵子

I。 10:40～11:30 スポニツメンタル トレー

ニング指導士の役割と倫理 (教本第 1章 ,

倫理綱領・倫理規則)

講 師 :岡澤祥訓 (奈良教育大学)

Ⅱe ll:40～ 12:30 資格取得者の資質向上

(国 内外の関連学会・研修会等の紹介)

講 師 :鈴木壮 (岐阜大学)  .
Ⅲ.13:30～ 14:20 メンタル トレニニング

の展開と評価 (教本第 2, 3章 )

講 師 :吉澤洋二 (名古屋経済大学)

Ⅳ.14:30-15:20 メンタル トレーニング

技法 (教本第 4, 5章 )

講 師 :立谷泰久 (国立スポーツ科学セ

ンタ■)

V。 15:30～ 16:20 メンタル トレーニング

の実践例と実践研究の方法 (教本第 6章)

講 師 :関矢寛史 (広 島大学)

③ スポーツメンタル トレーニング指導士資

格に関わる文書 :資格取得の手引き、規約

等の文書、必要書類等は、今年度からスポー

ツ心理学会のHP上 に掲載 しました。必要

書類はそこでダウンロー ドしてください。

今後、資格認定委員会か らのお知 らせは

HP上に随時掲載 します。

「指導士」と「指導士補」の名称の変更 :

名称変更について検討中です。適切な案が

ありましたらご連絡 ください。

資格更新・移行 :資格の有効期限が平成

24年 3月 31日 までの方、有効期間を 1年間

猶予された方は更新・移行手続き期間は本

お 知 ら せ

昨年度までは委員長が事務局担当を兼任 し

ていましたが、不都合なことが多かったため、

今年度の委員会から事務局担当を別に設け、

最初なので前委員長の鈴木が担当することと

しました。委員会の活動や研修会等を円滑に

進めることができるようにできるだけのこと

をしたいと思っています。大きな課題として

資格の名称変更がありますが、適切な名称に

なるように検討 したいと思っています。

以下に、事務局からのお知らせを示します。

① 資格認定者数 :4月 現在で122名。新規

資格取得者 4名、更新者20名、移行者 2名。

② 23年度スポーツメンタル トレーニング指

導士研修会、及び資格取得講習会のプログ

ラム 1              ‐

tSM丁指導士研修会 (10月 8日 :日 本大学

文理学部)

10:30～ 10:40 挨拶 :資格認定委員会委員長

10:40γ 12:30 研修 1

「より効果的な心理援助と東洋的な行につ

いて二「行」としての臨床心理的なアプロー

チ」

講師 :森山敏文

(広尾心理臨床相談室、臨床心理士)

13:45～ 16:15 研修 2(2会場)

・研修 2-A(有資格者のみ):事例検討会

事例提供者 :未定 (公募)

指定討論者 :岡澤祥訓 (奈良教育大学)

司 会 :鶴原清志 (二重大学)

・研修 2-B:「 見立ての方法」

講 師 :鈴木 壮 (岐阜大学)

司 会 :伊藤友記 (九州共立大学)

16:15～  修了式及び受講証明書配布 (研修
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年11月 ～12月 です。HPの 「資格・更新」    ・ 9月 :ニ ュースレター (9号)の発行

に必要書類の電子ファイルがありますので、    ・ 10月 8日 :指導士研修会、資格取得講

ダウンロー ドしてお使いください。        習会 (日 本大学文理学部)

・ 11月 ～12月 末日 :資格更新・移行手続き

④今年度の主な事業予定             , 11月 :ス ーパービジョンの案内

・ 4月 1日 ～ 6月 30日 :指導士補申請書    ・ 3月 :第 2回資格認定委員会 ;資格取

類の受付                  得申請者の合否判定、更新・移行者の合

: 5月 :第 1回資格認定委員会 ;新委員    否判定。認定証・認定カー ドの発行。名

の役割の確認、今後の計画の検討       簿の修正・追加。

23-25年度資格認定委員会委員

1     委員長 :

岡 澤 祥 訓 (奈良教育大学)

副委員長 (広報・倫理):

副委員長 (事務局):
鈴 木   壮 (岐阜大学)

研修会担当 :

伊 藤 友 記 (九州共立大学)

研修会担当 :

講習会担当 :

関 矢 寛 史 (広島大学)

講習会担当 :

荒 井 弘 和 (法政大学)

広報担当 :

遠 藤 俊 郎 (大東文化大学)

広報担当 :

倫理担当 :          t
吉 澤 洋 二 (名古屋経済大学)

会計監査 :      |
山 本 裕 二 (名古屋大学)

会計監査 :

学会推薦 (理事長):
中 込 四 郎 (筑波大学)

阿 江 美恵子 (東京女子体育大学)     米 川 直 樹 (二重大学)

立 谷 泰 久 (国立スポーツ科学センター)   岸   順 治 (岐阜経済大学)

研修会担当 : 学会推薦 (会長):
鶴 原 清 志 (二重大学)    t 石 井 源 信 (東京工業大学)
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平成22年度スポTツメンタルトレーニング指導士資格認定委員会収支決算

支 出

1,資格認定委員会 旅費及び会議費 (2回 ) 371,320

2. 福山) 事務経費等 170,160

3:資格取得講習会 (11/191福 山) チキス ト代 l18,480

4.スーバービジヨン料  (51000X4+送料) 2軋420

5.ニュ∵スレター 印澤戦 等 212,970

6,認定カード作成、認定証作成 79,375

7.指導士活用ガイ 買い取 り、郵送等 840,000

8.10周年記念行事未満算分 153,810

91 10周年記念行事報告書作成アルバイト代 50,000

124,317

支出小計 2,140,852

ll.記念事業準備金 200,000

12.次年度繰越金 863,831

支出合計 3,204,683

<会計監査報告>
スポニツ心理学会資格認定委員会の会計監査を行い,領収書等のすべての会計書類を照

合した結果,決算報告書通り,相違なきことを認めます.

平成23年 3月 」鯵目

監査

監査

ル オ
井 静輿多多

収 入

1.新規資格認定審査料等 (4名 ) 80,000

2.申請資格の手暮|き 19冊 ) 18,000

3.新規登録料 (30,000x6) 180,000

4.更新登録料 (101000x13、  30,000x7) 3401000

藝
`

認定研修会 (H/19:福山 )

(3:000X51、  4,000X23、  5,000X22) 355,000

6,ス ポーツメンタルトレーニング教本印税 249,480

7薔 10周年記念行事残金 458,307

8。 その他 (31J子等) 23,530

収入小副・ l,704,317

前年度繰越金 1.500,366

収入合瓢・ 312.04,683
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スポ早ツメンタル トレーニング指導士の情報紙である「ニュァスレター」の第 9号が無事

発刊出来ました。

今年度から新体制でのスター トとなったことから、研修、講習、倫理、広報の 4うの部門

がありますので、この部門における担当の委員から今後の計画や抱負などを語って頂きまし

た。多忙の中、原稿を賜った委員各位に御礼申し上げます。

さて、資格認定制度が2000年に発足 し、今年で12年 目になります。今までは資格認定制度

の充実の期間であったり、スポーツメンタル トレーニング指導士の養成の期間であったかと

思います。これからは、スポーツメンタル トレーニング指導士が成長、成熟期に向かう大切

な時期に来ているのではないかと思います。このような情勢の中、皆様から研修、講習、倫

理、広報についてのご意見、ご助言を戴きますようお願い致 します。

広報担当 :阿 江 美恵子 (東京女子体育大学)

遠 藤 俊 郎 (大東文化大学)

米 川 直 樹 (二重大学)

日本スポーツ心理学会認定
スポーツメンタル トレーニング指導士
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